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アラブにおける剣道指導の諸 問題
一 日本文化 とアラブ文化の比較 を通 して一
笠 井 和 広
一 .は じめ に
現在、剣道 は国際的に著 しく普及発展 し、30力 国以上で愛好 され世界選
手権 も行われ ている。 しか し、 日本特有の文化の中で発祥 した剣道が歴史、
宗教、習慣等 の全 く異なる国々で本来の 目的を失わず、正 しく理解 され普及
発展す ることはきわめて困難である。
以前、フセイ ン政権下のイラク共和国 とエジプ ト・アラブ共和国において
剣道指導 を行 った経験か ら、アラブにおいて 日本剣道の本質への理解度は著
しく低い。 これは、かれ らがイスラム教徒であ り我々 日本人には、なじみが
薄 く理解 に困難な部分をもつイスラム文化のなかで生きてきた歴史があるか
らと言 える。 だが、アラブにおいては多 くの親 日家や 日本文化の愛好者が存
在す る。現にエジプ トでは同国の英雄であるロス ・オ リンピックで武道精神
をもって戦かった銀 メダ リス ト、モハメッ ド・ラシュワンは 日本人指導者の
下に指導を受けた 日本武道を理解す るアラブ人であ り、他にも日本への憧れ
とともに日本武道 を学ぶ人達 も少 なくない。
今後アラブにおいて、本来の 日本剣道 を普及す るのには、剣道 の本質 を踏
まえた上で剣道が有す る日本文化 とアラブにおける宗教 ・習慣 ・民族性等の
相違 を比較検討 し、指導方法をみいだす ことが肝要 と思われ る。
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二.ア ラ ブ に つ い て
ア ラブ 民族 の もつ文化 か らア ラブ とい う意義 は、一般 的 にい う民族 が祖 先
か ら子孫へ と受 け継 いだ思考 、お よび行 動 な どの様 式で あ る。 そ して、 この
ア ラブを今 日の視野 でみ る と非 常に多様 で理解 しがたい が、多面 アラブは強
い連帯感 、同胞意識 で結 ばれ 、その点で は一っ に、 ま とまった形 をな してい
るのであ る。 しか し、ア ラブ を一つの民族 と して結び けてい る ものは何で あ
るか とい えば、 それ には次 の重要な こ とか らア ラブ文化 とい うものをみ るこ
とができ るの であ る。
それ は、予言者 マ ホメ ッ トの受 けた掲示 を基盤 とす る宗教 と してのイ スラ
ム教 と、そ の うえに築 かれ てい った歴史遺 産なの であ る。E1)そのイス ラム教
と、それ を基礎 にお く歴 史的遺産 を共有す るこ とに よって、 ア ラブは民族 と
して ま とま りを もつ ので ある。 その共有財 産 としてのア ラ ビア語 は、各 ア ラ
ブ諸 国 の方 言 と して の 「ア ン ミーヤ」 では な く 「フスハ 」 とい って よい。
「フスハ」 とはイ ス ラム法 典 の言葉 を基礎 に紀 元八 世紀 に成 立 し、千年以 上
も文法の構造 な どの根幹 となる面は変化せ ず今 日に至 ってい る。 それ はイス
ラム にお いての経 典 は一 字一句 が神 の言葉 で あ り、 これ には人間が手 を加 え
るこ とがで きない か らで ある。 そ して、 「フスハ 」 は各 地 の方 言 として私 的
レベ ルの話 し言葉 で はな く、 アラブ人 の生活の知 的 レベ ル 、お よび公 的な場
の話 し言葉 ではな く、ア ラブ人 の共通語 なので あ る。(2)この よ うに文化 面か
らイ スラム とそれ に基ず く歴 史的遺産 を共 有 し、 ア ラ ビア語 を母語 とす ると
ころがア ラブ とい えるのである。そ こでア ラブ人について、人類学者アニサ ・
ハ マデ ィはア ラブ人 の気質 に関す る著書3)におい て、ア ラブ人 を定義す るの
にバ ーナ ー ド ・ル イ スの 「歴 史の 中のア ラブ人 」 を引用 して、 「アラブ人 と
い うのは、一つ の国民 といえ るが、まだ法的な意味のナ シ ョナ リテ ィはない。
『私 はアラブ人です。』 と名乗 る男 のパ スポー トには、シ リア人、 レバ ノン人…
あ るいは アラ ビア半 島諸 国のナ シ ョナ リテ ィが書 かれ てい る。 い くつ ものア
ラブ国家が あ り確 か にア ラブ連 盟 もあ る。 しか し、すべ ての ア ラブ人 を国民
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とす る単一 国家 はまだ存在 しない。 だが、 アラ ビアズ ムに法 的な 内容 はない
として も、ア ラ ビアズムは現実 にあ る。 ア ラブ人 た ちの"ア ラブ王 国"に 対
す る誇 り、ア ラブ 同士をむすびつ け過 去お よび現在 の連帯意識 は強烈 な もの
が ある。」 といってお り、 さらに 「そ の人 た ちに とって歴 史 の中心 的事実 は、
予言者 マ ホメ ッ トの布教活 動 とサ ラセ ン帝 国へ の追憶 で あ り、 それ に加 え、
自分 達 の共 有財産 として、 ア ラ ビア語 とア ラ ビア語 に愛着 をい だ く人 た ち、
そ うい う人 た ちはす べてア ラブ人 で ある。」 と定義 してい る。(3)
このア ラブ人 とい うのは、イ ス ラム教 とア ラ ビア語 を基礎 として、個 々の
メ ンバ ーが共通文化 と して 、生活様 式 、社 会習慣 を もつ こ とが重 要 で あ り、
統一 され た国家が あ るのか、 ないのか は不可欠 の要素 とみ なすべ きでない の
で あ る。
三.剣 道 の 倫 理 性 と ア ラ ブ の 倫 理 性
1.倫 理感
剣道 の倫 理 と深 く関係 す る武 士道 の精神 は、儒 学 の 「五倫 」 とい う人 間関
係 を確 立 され る 「君 主 ・父 子 ・夫 婦 ・兄弟 ・朋 友」 相互 の道 が淵源 で あ る。
そ して、その 「五倫」の関係 を確立す る精神 が 「五常」 とい う 「仁 ・義 ・礼 ・
智 ・信 」で あ り、 これ らの儒 学思想 が、剣道 の もっ倫理 とい え る。{4)
この剣道 にお ける倫理 は、徳 川時代 に儒 学が 隆盛 を極 め、多 くの儒学者 を
排 出 した ときに生 まれ たので あ る。 その儒学者 た ちは、武道や 武士道 に関 し
て論 じてい るこ とが多か った。儒学 とい って も学派 ・学者 に よって違 うの で
あ るが 、儒 学 の意す る ところは 、人 間性 の倫理 、道徳 を説 くところ にあ る。
従 って、江戸幕府 の文武 奨励化 において 、当時の学者 の多 くが武 士道 ・武道
を説 くのは 当然 であ った のであ る。 そ の中で も山鹿 素行 をは じめ熊 沢蕃 山 ・
中江藤 樹 ・貝原益 軒 らが多 くの著書 を出 してい る。 これ らの儒学者 が武道 に
おいて重要視 してい る ところに 「文武 に徳 と芸 との本 末 あ り、仁 は文 の徳 に
して、武芸 の根本 な り。軍学 ・射御 ・兵法 な どは芸 に して 、武 芸の枝葉 な り。
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根本 の徳 を第 一に務 め学 び、枝 葉 の芸 を第二 にな らい本 末かね備 り、文武合
一 な るを真実 の文武 とい い真 実 の儒者 とい うな り。(中 江藤樹 ・文武 問答)」
といい、武道 にお け る 「仁」 と 「義」 を強 く現 してい る。 そ して、 これ らの
他 の学者 に もみ られ るのだが、た だ単に、 これ らの こ とを唱 えてい るばか り
でな く、武道教 育の実際 にお いて も重要 視 され る ものなので あ る。
剣術 書 にお いては 「孝弟 忠信 の 四ツを以て身 を修 め、人倫 の道 を弁 へ喩 る
べ し。 士 の道 を嗜 む とい うは、孝弟 忠信 の助 けな るに弁 ざる者 は、技 芸のた
めに石 の 四ツを殿 ふ者 も少 なか らず。 ……又文武 の極 は、序 にいふ如 く、智
仁 勇の三徳 な る」㈲ といい 、夕雲流剣術 書 に 「天 に備 リテ理 ト云モ ノア リ。
這 ノ理 中ニノ＼ 元 ・享 ・利 ・貞 ノ四徳 ソナハル。某天 ノ理 ヲ感 得 シテ人 ト生
ル 、時、性 ト云モ ノ具ハル。 其性 中二、仁義礼智 ノ四徳 ソナ ワル。 此則チ天
理 中ノ元享利 貞 ト、人性 中 ノ仁 義礼智 サ ラニ別ナ ラズ」㈲ とい ってい る。 こ
れ らの剣術書 におい て も、剣術 の意 とす る ところは、倫理 的要 素が必 要で あ
る としなが ら、それ が欠如す れ ば、いか に技術 に勝 っていて も、その身が修
ま らず 技術 も正 く要 をな さない とす る もので ある。 そ して、君主 ・父母 をは
じめ とす る人 々を害 し、ひ いては国家 ・社会 をも害 をお よぼす ことにな ると
してい る。 さらに技 術 も倫理性 とともに上達す る ことが重要 で あ り、倫理性
と技術 は一体 となす もので、倫理 性は技術 の厳 しい習練 に よって 、 さらに教
養 が加 え られ る ことで養 われ るもの なのであ る。 よって師 は師 としてのつ と
め と して修行者 に技術習練 を通 して、倫理 ・道徳性 を酒養 させ 、修行者 は師
の教 えに従 い、 さらに学 問に も精進 し見知 を広 めて剣道 を通 じ倫 理 ・道徳 の
修養 に心掛 け、 日常お ごらず修行す るこ とが肝要 であ り、 これ に よって倫理
を学ぶ のであ る。
ア ラブの倫理 とは 、ア ラーの予言者 で あるマ ホメ ッ トがア ラーか ら受 け取
った啓 示 を結集 したイス ラムの聖典(コ ーラン)に 依拠 しなが ら、ムア ーマ
ラー ト(倫 理的規範)と よばれ るものか らな る。 この聖典 に指示 され倫理 を
含む ものがイ スラム法 として体 系化 され てい る。 このイ ス ラム法 は、イス ラ
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ム教徒が行 うべ きア ラーに よって定 め られた人間 の本分 た る道 を表 してい る。
それ は基本 的 な宗 教上 の義務 で ある五行 、それ に付 帯す る儀礼 上 の諸 問題 に
つ いてまで細 目にわた り示 してい る。 その例 として礼拝 を行 うにあた り、斎
戒沐浴 か ら葬 儀 の行 い方 まで も規定 し、 さ らに世俗 の問題 に属 す る公 法 ・私
法 間で定め られ るよ うな ものまで規定 してい る。 この よ うに、われ われ が考
えてい る法 の範 囲外 とい うべ き宗教上 の儀礼 をは じめ道徳規範 ま で も含 んで
い るのであ る。 それ は、
1.信 条 一神 ・天使 ・経典 ・予言者 ・来世 ・天命 の六つ か ら成 り立つ六真。
2.道 徳性 一 コーラン ・伝承 に命 ぜ られ てい る誠 実 ・神 へ の帰依 ・謙虚 ・
脱俗 ・満足 ・寛大 ・忍耐等 の よ うな道徳 上 の諸徳 。
3.勤 行 一六信 の実践面 た る五行 ・聖戦。
4.和 解事 項 一人 と人の 間の一切 の義務 を含 み、論争 ・婚姻 ・保 証 の三部
に分 け、物 々交換 ・売却 ・代 理 ・結婚 ・組 合 ・請 求権等 民事 関係 の一
切規定。
5.刑 罰 一 コー ラン ・伝承 に規 定 され た刑罰 、例 えば あだ討 ち ・盗み の罰
と して の片 手切断 の刑 ・私 通 ・姦通 に対す る石榔 の刑 ・背 教 に対す る
死刑等 、以 上で ある。(7)さらにそれ を五つ に分 け、
1.義 務 的 な もので あ り、怠れ ば処罰 され る よ うな行為。
2.義 務 的 では ない が、実行 す る ことが望 ま しい行 為。
3.行 って も、行 わな くて も よい行為。
4.禁 止 されて はいないが行 わない こ とが望 ま しい行為。
5.禁 止 されてお り行 えば処罰 され る行為。 で ある。
ところで、 われ われ の法的 な概観 か らすれ ば、法 の対象 とな るのは、後者 の
1と5に 属す る もの とい え る。普通 、法 の存在 す る意義 は義務 の不履 行 ・禁
止項 目に反す る ことについ て強制 的な力 を持つ と考 え られ る。 そ して、1と
5以外 の行為 は、全 く各人 の意 思 ・判断 に委 ね られ る。 た とえば親 に対す る
孝行 は、それ を行 なわな くて も直接 処罰 の対象 にはな らない。 だか ら、 この
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種の行為はわれわれ の考える法か らすれば直接処罰の対象 とはならず、法 と
は別の道徳的なものに属するものである。 しか し、イスラム法は、我々が考
える法にあっては法の対象 とはな らぬ諸行為、つま り2・4に 該当す るもの
に関 しても権力をもち積極的に指示 し、道徳性 の酒養まで奉仕 しているので
ある。
2.礼f義作法
剣道 を行 う事で重要な一つに礼儀作法がある。 これは道徳的精神の鍛練 を
す る事が 目的であ り、心 よ り師を敬い、長者 を尊び、同輩 と相親 した しみ、
後輩 を慈 しむ よ うす ることである。(8)この礼儀 は正当なる事に対す る尊敬、
すなわち金銭的でない社会地位 に対す る実際の価値 に基づ き尊敬するもので
あ り、厳格な礼儀の遵守の中に含 まれ道徳的訓練で もある。また、「人間が
全人格を率直に暴露 して闘争に闘争を重ねた場合、そ こに互いに愛を感 じな
い訳にいかない。戦 って敵を愛する気持 ちが最後に引き起 こされる。戦 うに
しても礼を正 さず戦い、恥を忘れて戦 うよ うでは 日本剣道は、価値のない も
の とな り終わ らねばな らない。」 と礼儀は戦いの中において、慈愛まで生む
もの としている。(9>それ も礼儀には自然の発露であって形成をきらい、虚礼
ではな く心か らの礼儀でなければならない。そ こには現代剣道においても特
に礼儀 を厳格に している。それは竹刀で相手を直接打突す るとい う激 しい格
闘形式であるので、相対す るものが互いの人格を尊重 し、 自らの威儀 を正 し
て礼 をして最善を尽 くして行 うもので、心 をこめて礼を尽 し終 える事が重要
視 され るのである。 これは 「礼に始ま り礼に終わる」 とい う言葉に代表 され
ているといってよいのである。
一方アラブ人の行動や生活はイスラム教か ら生まれた礼儀作法が根づいて
いる。 このイスラム教では全能の神アラーの単一性か らきているもので、ア
ラーは天 と地をは じめに、この世のものをすべて創造 した とする。すべての
運命は神によって定められるとアラブ人は信 じている。その神 が遣わ した予
言者マハメ ッ トで神が予言者に一方的に伝 えたのが 「コーラン」であ り、こ
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れ が神 か ら啓示 された 「神 の言葉」 なのである。(ia>イス ラム教徒 は、 この
「コーラン」の定める五つの戒律を励行 しなければな らない。それは、信仰
の告 白と礼拝 ・喜捨 ・巡礼 ・断食があ り、その中で心を神の方向へ転 じ、神
との唯一の交通手段である礼拝を 日に五回行 う規定がある。 これ は、礼拝堂
以外でも清浄な場所であれば行ってよいとされている。だから、アラブの人々
は道路でも部屋の中でも場所 を気にせず行 っているのをみかける。
この礼拝をはじめとして神 の名 による礼儀作法のきま りは数多 くあ り、ア
ラブ人は神の名 を出 して仲間 との付き合いを始め、多 くの礼儀作法を守 るこ
とを義務づけ られているのである。これが厳格であ り、各個人が 自由に独 自
の方法で礼儀正 しさを表す余地は残 されていない。行動を律す る様 々な規則
は感情が込め られ、風習が結び付 き、礼儀i正しさの中には個人 よりも全体や
各集団がはっきり優先す るとい う面が見 られるのである。㈲ それはアラブ社
会で他人 と同 じよ うにやることを強 く戒めた結果ではなく、彼 らの宗教上の
伝統的な決ま りか らきているのである。
アラブ人の礼儀作法は、神の名があらゆる機会 ・発言 ・願いに使われてい
る。それに比べ 日本人の場合の礼儀作法は、 日常的な作法 と宗教的なもの と
で、はっき りと分離 されている。その方法 は形式が重要視 され、その中に内
面的な精神がなければな らない としている点で、両者 の間には礼儀作法に根
本的に相違がある。 日本では、剣道の中に道徳的に礼儀作法が存在す ると考
えられてお り、そ こで修行 しなければな らないとされ、剣道の修行は礼儀作
法に結びつ くとし、また、そ うでなければな らないのである。 しか しながら
アラブ人はイスラム教における宗教的な感覚か ら礼儀作法が重要であるとし
てい るのである。両者 においては感覚的に違いがあるが、礼儀作法 を学ぶ こ
とは、 ともに重要であるとし、形 ・思想 ・宗教に違いがあっても人間 として
の礼儀の重要 さは共通するもの と思われ る。
剣道で礼儀作法を重要視 して正 しく指導することは、宗教的なことを配慮
しなが ら行わなければならず、礼儀iに厳 しい感覚を持つアラブ人 には剣道に
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ついての 日本精神お よび、 日本式の礼儀 を正 しく受 けとめて理解するもの と
思われる。
3.名 誉
武士の世において名誉は常に武士の身分に伴 う義務 として認識 され教育 さ
れていた。 「武+道 」においての名誉 とは人生最高のものであるとし、〔'2)「武
道初心集」ω では、戦いにおいて名誉の働きをすべきであ り、そ うであれば
小心の武士であろ うと名誉の働 きした者 は書物 などに名が残 るとされ、「晴
なる討死をもって名 を後世に残すべ し。(武道初心集)」と武士は名誉の討死
を遂 げることができれば最高の面 目であるとい う名誉 を重ん じていた。 しか
し、その死 とは犬死にではな く、君主に忠節 を尽 くした働 きによって武士 と
しての死に方 をすることで、それにより家の名声 とな り、その家は代々君主
によ り保護 されて家の繁栄 にもつながることで もあったのである。このよう
に武士は、君主 ・家族のため幼少の頃か ら名誉 ・名声のためであれば生命 を
お しむべきでない とされ教育 されていた。そ して、名誉が生命 より高価であ
ると思われた ときは、いつで も生命を棄てる覚悟を持つべきであるとしてい
たのである。この教育についてはオランダ人医師ケンプエルの 「江戸参府記」(t4)
の中でも書かれてお り、外国人か らみても当時から名誉の教育が されていた
ことがわかるのである。
一方、アラブにおいての名誉 とは戦いに通 じる。特 に女性にかかわる名誉
の問題 は最 も大きくなる。アラブにおいての女性は身内の男性 ・父子 ・主人
な どに従属す る立場におかれ、男性の女性に対する権利は財産に対す る権利
と同 じものと見な されている。特に性に関する規範は倫理的な思想によって
定め られ、女性においては未婚 ・既婚を問わず純潔 と定説が強いられ る。女
性の性に関する行動 は女性の名誉そのもの と等 しく、他方では男性の基本的
な身内の女性の性行動にかかっている。 したがって女性の名誉を守ることが
男性の任務にな り、女性の名誉は不可侵 のもの と考えられ、女性の不道徳な
行為の汚名 は男性の上にかかって くる。そのため男性は女性 の名誉を守 らな
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けれ ばな らない のであ る。X15)この よ うにア ラブの名 誉 とは、武士道 にい う君
主 ・家族 のた めに戦 う名 誉で な く、主 に身 内 ・自己の面子 に関わ るこ とにお
いて、 けが されれ ば、その名 誉 のた めに戦 うので ある。
この両者 の違い は、 日本 は失 った後 に得 る ものが あ り、ア ラブでは失 った
ものを回復す るこ とに重 点 をもつ ところにある。 ア ラブ では 「アラブ人 を怒
鳴 りつ け、小 馬鹿 に した呼び 方 をすれ ば相 手 はす ぐにナイ フを抜 く。」 とい
われ てお り、ア ラブ人 の前 で名 誉 を汚す よ うな行為 は師 と弟 子の 関係 が深 く
な るまで さけ るべ きで あ る。 ま た名 誉 の裏側 には、 自己 の尊 重 と他人 との間
に差 をみせ たい とい う優越感 の願 望 があ り、('6)そのため にはメダ リス トとい
う名 誉的 な こ とを 目標 に行 う意識 が あ り、勝利 を勝 ち取 るための指導 も必 要
であ る と思 われ る。
4.忠 誠心
日本 の封建社会 では、 目上 の人 に対 しす る無 条件 の忠誠 心 が封建 社会 を さ
さえるもので あった。 これ は血 のつな が りのあ る親 、 臣 としての主人 に孝 に
励み 、忠 を尽 くす こ とが武士 の生 き方 とされ ていた。 この忠 とは、 まず 直接
の君 主 と親 に尽 くす もので あ り、 これ が国家 へ の忠誠 な り、封建 時代 の忠誠
は武 士道 を もって学 ばれた ので ある。(17)
ア ラブ の忠誠心 は 「個人的 な関係 を通 してのみ呼び 起 こ され 、基礎 的 な役
目を果 たす こ とを意 味す る。」(18)といわれ る。 この よ うに同 じ仲 間 同士 の 中
で生 じる ものであ る。それ は、ア ラブ人 は昔か ら自分 が大 きな 中の一つ で あ
る とい う国家 を感 じさせ る条件 が な く、部族 ・家族 を除い て彼 らには忠誠 を
尽 くす ものがな っかた とい えるのであ る。(19)この ことは アラブ人 に とって忠
誠 とは強 い ものへ の忠節 はな く、仲 間に対 す る忠実 な献身 を意 味す る と考 え
られ 、 この忠 実 さは肉親 の概 念 と密 接 に結 びつ くもの とい え るの であ る。
日本 とア ラブの忠誠心 には直接 的 な 目上で ある君 主 ・親 と主体対 主体 の仲
間 に忠誠 を尽 くす とい う違 いがあ る。 なかで もア ラブ人社会 では一族 の中で、
地位 が上 であ る とい う敬 うべ き人 に忠誠 心 をもつ とい うことはす くな く、個
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人や集団にかぎらず部族のメンバーお よび保護の約束 を結んだ他人を守るこ
とを忠誠 としている。
そこには剣道指導にかぎらず他の指導において、アラブでは弟子が師に対
して忠節的なものはない と思われ る。だが、 「アラブ人は階級 に対す るきわ
めて水準の高い敏感 さを備 えている。」 とされてお り、初 めに指導者 と弟子
との位置関係 をはっき りとし、 自分は師であるとい う社会的地位を認めさせ
て差 をしめ し、アラブにおいては、いかなるときでも師弟関係 には一線を引
くことが肝要なので、そ こに師 と弟子 との関係における忠誠心が生まれるの
である。無論、かれ らの師 となるには、人格 ・実力が伴 うのは必要条件 とな
るのはい うまでもないが、この関係 を継続す るには飲食等において親 しくし
てはならない。 日本では師弟間における飲食時に、 日本人の視野において師
弟関係 の形が少々崩れても精神的つなが りは崩れ ることがないと信 じている
が、アラブでは少 しでも外面の形が崩れた ときか ら師弟ではなく、単なる友
人 とみな して精神的な真の師弟 関係 までも崩れて しまい、いかなる場合でも
親 しくすべきでないのである。⑳ アラブ社会では、この一線を引き、厳 しい
態度で弟子に接す るのは自然であ り、このよ うな態度 をとって も指導者の人
間性 ・資質などを問われることはなく常に指導者 として毅然 とすべきである。
5.目 的
現在 、全 日本剣道連盟が定める剣道の 目的は、「修行す ることによって、
剛健なる気風を養成すると共に、忠君愛国の思想 を鼓舞 し、忠孝 の大義を明
らかに し、忠実なる義侠心 と崇高なる徳義心を会得 し、尚武 ・礼譲 ・沈着 ・
忍耐 ・勤勉 ・質素の諸徳を養ひ、併せて身体 を強権にし、之を実践躬行 して
将来有無の人物 となるのが 目的である。」 と人間形成を目的 としている。そ
して、伝書やその数々の教訓による 「わざ」を修行することによって、勇気
・決断 ・敢闘 ・忍耐 ・公正 ・礼儀などの剣道精神による人間形成ができると
されている。また、理(心)と 事(わ ざ)の 修行において自己の形成を行い、
さらに家族 も社会 もよくなる 「社会形成」を行 うよ うにしなければならない。
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この人間形成 によることで人間社会を形成す ることが剣道の 目的であ り、そ
のことを 「剣道 は剣の理法の習練 による人間形成の道である。」 と剣道 の理
念に現 してい る0(z')この ように剣道の 目的は剣道修行において、前述 した儒
学にい う徳 目を学ぶ ことにより人間形成す るといってよいのである。アラブ
においては、剣道 を行 うことで人間形成をす るとい うことを説明 しても理解
す ることはで きない。それは、アラブ人はイス ラム教 における宗教的 ・倫理
的教えを信 じ実行することがイスラム法により義務づけられているのである。
このイスラム法に示 されたとうり神 を信 じ、教えを実行 の結果によ り自己の
形成に 自己の形成 に通 じるとされているか らである。そ して、この 自己形成
は現実において利益があるものではなく、死後、神 の審判を受け来世で天国
へいるための準備 とする来世利益なのである。{22)ここには 日本人 とアラブ人
の人間形成の考え方の違いがある。だから剣道 で人間形成 といっても、イス
ラム教 を中心 として生きているアラブ人にはあま り関心がないのである。ア
ラブ社会は、 きび しい 自然の中で部族間で生活権を守るために戦い、東西の
強大な敵 と戦 う強 さが必要 とされ、相手に打ち勝つ とい う技術 と気迫を優先
させてきた。 よって、アラブ人は剣道を精神修行 とい うことのみで行 うので
はな く、アラブの闘争の歴史か ら反映された と思われる自己防衛の意識か ら
剣道 を学ぼ うとするところがある。(23)
こよ うなことか ら剣道指導の際、アラブ人には剣道は長い 日本の歴史の中
で宗教や学問などと結びつき武士道 として確立 し、 日本人の生き方や人間性
を高める道徳 が含まれてお り、剣道 を修行す ることによって人格 を高めるも
のであることを強調 し、イスラムの教えにも通 じることを悟 らせ る指導が必
要である。
四.指 導 上 の留 意 点
1.座礼
剣道 は 「礼 に始ま りれいに終わる」 といわれ礼儀が重要視 されている。 こ
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れは封建時代のように上下関係 を明 らかにす ることではな く、横の人間関係
か ら相互協力な立場 に立って相手の人格 を認め、それ を尊重す る態度よ り出
発 し、互いの理解 と協力によって成立 しているといえる。無論 、年長者に対
する技術 ・人格に対する尊敬 ・畏敬や指導を受ける上の感謝の心から自然に
でる礼儀 として当然である。ω
このよ うに礼儀の意 とするところは、己の心を正 しく人に対することであ
り、剣道を学ぶものにとっての心得の一つである。だが、内面的に相互に人
格 を尊重 し合い、形式的な形を伴わなければ意味をな さず、それは日本の伝
統 より形 と心が一体 とな らなければな らない とす る考えの表れでもある。(z5)
剣道の礼儀の一っ に座礼があ り、それ を行 う要領 は、 「上体 をやわらかに
前方にまげると同時に両手を両膝の前に出 し、両手の食指 と栂指で三角形が
できるよ うに両手を坐面について、其三角形の上に鼻があるようにして行な
うのである。」㈱ と している。 このよ うな形で座礼は行 うのであるが、アラ
ブ社会においては、いかに剣道愛好家 といえども、座礼 を多数の者は行なお
うとしない。これはイスラム教における宗教的義務に五行 とい うものがあり、
その中でも最も大切なものといわれ る礼拝の形に座礼の形が似 ているか らで
ある。 この礼拝 とはアラーに対す る敬服の証 しであ り、アラーに向かっての
誠心誠意をもってす る祈願の最 も恭 しき表現で もある。 この礼拝こそ神 との
交流唯一の方法であ り、心を浄化するものでもあるとされている。 コーラン
によれば、礼拝に関 して 「マホメッ トは自分 に掲示 され る経典 を諦でおれば
よい。そ して、礼拝の務めをよく果すよ うに。礼拝を行 えぱわず らわ しいこ
と、いや らしい ことが徐 々になくなるものである。いずれにせ よ、アラーの
御名 を唱えることが何 よりも肝要。すべての者の行 ないはアラーが御存知で
ある。(コーランニ十九章四十四節)」といっている。
この句 に示 され るように、イスラムは礼拝 を人間向上の手段 ともみなされ
るのである。 しか し、 日本の礼儀iと同様に形式化のみで誠 を欠いた礼拝は禁
じている。 これを一 日五回、 日の出前 ・正午過 ぎ ・午後 ・日没後 ・就寝前に
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行われ、その方法はメッカに向かって起立 して心を落ち着け、両手を耳の高
さに上げ、その両手を下ろして体の前で組み、両肘 を両膝に付けて腰を曲げ、
それか ら直立 した後、額 を床 につ け脆拝 し、 さらに正座 した後 に脆拝す る。
その動作中においてコーランに定められた句 を唱えなければならない。
このように正座を して例を行な うものであるが、イスラム教での礼拝は剣
道に行な う座礼 と形がよく似てお り、剣道では神前 ・師や相手に対 して行な
うものであ り、イスラム教ではアラーに対す る礼拝以外 には、このよ うなこ
とは しないのである。だか ら稽古始めと稽古終わ りの座礼は、イスラム社会
では、剣道の礼法であろうと強制す ることはできないので礼法における形に
は工夫が必要なのである。
2.格 闘性
古代 より有事において 自守 自衛 ・戦闘のために身につけるものとして発展
してきた剣道 は、対人で行ない相互に技能を競い合 う格闘形式のものであ り、
それ も竹刀を用いて離れて相対 し、技能を出 し合 うもので技術的要素の占め
る割合 が多い。 この技術面に関 しては相手の変化 に応 じて攻防するもので、
集 中力 ・自制力 ・忍耐力 ・積極性な ど対人的な精神 の働 きが要求 される。そ
して、竹刀で打ち合 うもので格闘性 を含んでお り、やや もすると単なる打ち
合いのみの感情的行為 になる恐れさえある。 よって、相手を尊重する立場か
ら礼儀 を重ん じることが必要 とされるのである。
アラブでの指導の際、相手 を実際に打ち込む ことのみに興味をもつ傾向が
ある。それは相手を打ち負かす とい うことが 自分は強 く、人 より優位である
とい う優越感 をもちたがるアラブ人の気質からきているもの と思われ る。(27}
アラブ世界は砂漠が多 く、そ こには今で も各部族が住んでいる。 この砂漠
は厳 しい環境であ り、各部族の人々は部族 と自己の生活を守るため、その厳
しい 自然 と戦い、 さらに歴史的にも砂漠 の各部族 と互いに戦って きた。 この
部族の間には、「家族 のメンバーが他の部族のメンバーを殺害 した場合、グ
ループ間や部族間の争いを引き起 こすことがある。 このよ うなとき政府は両
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者間の敵意をなだめるため、両当事者 を裁判にかけることを中止 し、彼等の
もめごとを砂漠民の慣習法にもとずいて解決す るよ う両グループの長老に解
決をませ る。」㈱ といわれ るよ うな争い事が多 くある。 そこには政府権力は
介入せず彼等 自身に解決 させるのである。それは、復 しゅう ・仇討 ちが社会
的に容認 された形式をとると思われ、「目には 目 ・歯には歯」 とい うような、
や られた らや り返すい う攻撃的かつ闘争的な気質 をもっているのがアラブ人
だ といえる。
このような攻撃的 ・闘争的気質が激 しいアラブ人が剣道を行な うにあた り、
互いに打 ちあうことから感情的におちいる恐れがある。 しか し、アラブ人に
は宗教において礼儀作法が厳 しく規定 されていて、礼儀 に対 し敏感であるの
で、剣道は感情的に行な うことは礼儀iに反することであ り、形を崩 さず正確
に打つ ことことが剣道お よび相手に対 しての礼儀であることを理解 させ、指
導することが重要であると思われる。
3.尊重
剣道 に 「交剣知愛」 とい うことがいわれ るが、 これは相互の人格を認めあ
って相手の重要性 を認 めた上で相互に協力 して稽古することを含み、相手を
尊重す る気持ちを持 ち礼儀正 しく接す るとこも意味する。 このよ うに相手の
立場 を尊び、礼儀 を尽 くすい うことは剣道の 目的の一つでもあ り、互いの剣
道の質向上にも必要 と思われる。
自分の剣道 を成立 させ、発展 させ、進歩 させてくれ るために大きな役割 を
して くれ るのは相手であることから、その相手が後輩や、いかなる人であろ
うと、これに感謝 と敬意を表 し、相手を尊重 して相互に礼儀 を尽 くす とい う
ことは、真剣に剣道 を志す ものにとっては、当た り前のことといわなければ
な らない。
アラブ人の特徴に誇 り高いところがあ り、 自らを尊び他人か ら尊重 しても
らうことを非常に重視す る。我々 日本人 と異な りアラブ人は、その宗教 ・習
慣伝統 ・生活方法に誇 りをもち、それ らのことに対 し優越性 を信 じている人々
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はいない と思われ る。(29)そして、さらに伝統や習慣 を尊重 して くれ る人や生
き方を理解 してくれ る人には感謝をすることを彼等 との生活において経験 し
てきた。 これ らのことは、アラブ人の社会生活 においてであ り、スポーツの
中でのことではない。 しか し、いかなる場所であれ、彼等の特徴か らして彼
等を理解 して対処すれば彼等 との関係は、よき方 向へ進むはずである。(3。)
以上のことは、剣道の稽古上 とアラブの生活上か らの相手へのr:Cと違っ
た観点から尊重の重要性 を述べたものであるが、後者側か らして、アラブ人
は一方的に自分だけに尊重 してほ しいようにみえる。 だが、生活に限 らず特
に剣道指導時 において指導者 自身誇 りをもち、相手の誇 りを尊重 し、接する
ことが重要で、それによって彼等は、よき指導者 とみなし剣道 においても高
い技能をもつ指導者 として大切 に接 し、慕って くれ るのである。
4.師
剣道において師 と弟子の関係 は特別のものがあ り、弟子は師を敬 い絶対服
従で上下関係 が明確である。そ して、師は弟子へ技術 を伝授 し、 さらに奥伝
・秘伝 と授 けられて将来まで道 を開 く面倒までみるのである。だか ら弟子の
師への尊敬 は一生消えるものではなく、消すべきではないのである。
アラブでは師は弟子に対 し、より多 くの技術 ・能力 をもって、その優越感
で対応 しよ うとする。弟子 も師に対 しては、ただ技術 をもっている人で、そ
れ を教授するだけの人 とみな し日本でい う師弟関係は存在 しない。それはイ
スラム社会でい う喜捨 とい う貧 しいものへの施 しを しなければならない とす
る習慣か らきているとされている。(31}また、彼等は教師 とは教養 ・技術 を教
える師であって、人の上に立っ指導者ではな く、 日本の教師のよ うに知識か
ら人間性までの教育を行 うとす る感覚はないのである。(32)実際の指導 におい
ても教師である以上、弟子 に教えることが義務であ り、より速 く上達するよ
うにせ よとい う態度が強 く感謝の思いがない ような態度をアラブ人はみせ る
のである。それ はアラブでは宗教で独創そのものが否定 されている傾 向にあ
り、ただ教養 ある人が弟子 に教授す るのみで、教師対弟子の関係 は平凡で指
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導が終われば人間対人間とな り、そこには全 く師弟の形がないのである。(33)
これ は、すべて神 が中心 とす る表れの習慣であ り、初 めの うちは、そのよ
うな態度があらわれ るが、一方では技術等 をもつ人には敬意を払 う面がある
ので強 く剣道の師弟関係を悟 し、すべての面に理解ができる弟子 をつくるこ
とが肝要である。そ うすれば、おのずから全体がその弟子に導かれ る形態が
形成 されて指導がスムースに進行 し、師弟関係等も理解 しはじめるのである。
そ してアラブ人は自分だけ特別扱い されたい と思 う気質から、他人よりも師
か ら気に入 られ るように競い 目立っ ように尽 くす態度をとるようになる。だ
か ら指導者に対 して理解できる能力のある人物を弟子 とす ることが師弟関係
をつ くるのに最良といえるのである。
5.指 導者
日本の尊称 として使われ る言葉に 「先生」がある。 この 「先生」は先に生
まれた とい う先輩、一般社会にい う医者、弁護士、政治家等に、そ して、教
授、講師、教諭等の学校の教師が含まれ る。剣道の 「先生」 とい う場合は一
般道場の指導者、警察等の教官、学校教育における正課 ・課外の剣道 を担 当
す る教師があげ られ る。なかでも学校の 「先生(教 師)」とは、教育職員免
許法 岡 による免許取得者で学校 の授業を担 当 し、かつ学校全般の教育担当
職務 を離れても、なお指導者 として信頼 と尊敬を深めてい る人を指す。換言
すれば、職場を離れても教え子に対する広い意味でのガイダンスを引き受け
ている。そ こで正課 ・課外において剣道を指導を行 う 「先生」 も剣道教師 と
いえるのである。
しか し、道場 ・警察等の 「先生(教 師)」は法律で定める規定はな く、各
自の主 旨 ・目的に応 じた指導 ・教育を行 うものであるが、そこには剣道の修
練を通 じて技術習得 を行いながら、身体 ・精神 ・社会的側面を養い、教育の
目的で もある剣道の理念 に示 された 「人間形成」 を目指 した指導を行ってい
る。 もちろん学校の 「先生」 と同様に社会的に信頼 と尊敬 も受けているので
ある。 この よ うに剣道の 「先生(教 師)」とは、剣道の技術 ・知識を教授す
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るとともに生徒 の上 に立 ち、教育 も行 い指導 的立場 を もつ人 でな けれ ばな ら
なず 、技術 ・教養 ・人格 のす べて を持 ち備 えな けれ ばな らない。
アラブにお いて、 日本の 「先生 」に あたる言葉 は次 の よ うに分 けて呼 ばれ
てい る。
1.高 校 までの教 師 を 「ムダ レス」。
2.道 場 の教師 を 「ムダ リブ」。
3.大 学 の教師 を 「プ ロフェ ッサ ー」。
4.博 士 ・医者 ・大学 院出身者 を 「ドク トール」。
5.文 化伝達 ・指導 の専門家 を 「ハ ビ リ」。
とい うので あ る。
ア ラブの教 師 に対す る意 識 は前 述 した とお り、知識 ・技術 を教授す る人 で
あ り、人 間対 人 間で学習期 間 だけのものであ る。 そ こには技術 者 ・知識 人 と
して尊敬 は してい る もの の、 日本 にい う師弟 関係 とい え るものは存在 しない
ので ある。(35)よってアラブでの教 師 は 日本 と違 い、人 間 ・人 生の指 導までか
かわ ることはな く、指 導的 立場 の人 と しての信頼 ・尊 敬 も存在 しない。 各教
師 の技術 ・知 識 の教 え以外 には指導 を受 けるこ とは しない ので ある。 これ は
教 師 とい うのは、 生徒 の上 に立っ指 導的 立場 を、 もたない ことを意 味す るの
で ある。 ア ラブで は一般 的 に指 導 的立場 にあ る人 は、 どの よ うな人 を さす か
とい うと、職 業 に関わることな くイス ラム法で規 定 された、すべての ことに協
議 で決 定す る能 力 を持 ち、公 正 さがあ り、人 々 よ り指 導者 と しての神 への忠
誠 をきわ めた条件 を備 えたる者 が指 導者 とな り得 るこ とがで きるのである。(ss)
ここには知 識 ・技術 の指導者 と人 の上 に立っ指 導者 とは、 は っき り区別 し
てい るので あ る。 よって 日本 か らア ラブ社 会へ 出向 した場合 、ア ラブ人は剣
道 の教師 をすべ ての面 で指導 的立場 にあ る教師 と してみ なす こ とはないので
ある。 これ は剣 道 の世界 で はあ って はな らない こ とで 、 日本 で い う 「教 師 」
とい う意味 を十 分 に理解 させ なけれ ばな らない。一般 的 に どこの 国で も 自民
族優越 主義が存在 し、(37)特にア ラブ社会 で剣 道教師 の意義 を理解 させ るた め
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には、イスラムの習慣や歴史を考慮 して少 しずつ理解 させていけば可能 と思
われるのである。
アラブ社会で集団が形成 されるところには、必ずまとめ役でもあ り、代表
者でもある長老が生み出 される。 この長老は年齢のみで決まるわけではなく、
そこには 「徳」・「知」・「力」を総合的に加味 した実力の世界が存在するので
ある。 これ は、 どのよ うな小 さな組織か ら職能組織や教団 ・国家 に至まで、
このよ うな指導者原理が貫徹する とされてい る。そ して、前述 したイスラム
法で規定 された人物が指導者 として望 ましいのである。アラブで 日本的思考
の教師 とみな され るには、技術 ・知識 はもちろん指導者の条件 は日本の文化
を身に付 けること必須であ り、指導経験に`1、 総合的にすべての面でアラ
ブ人 より実力を持ち備えなければな らない。そこにはイスラム教を尊重 しな
が らも、イスラム世界 と相通 じる教 え ・思想が剣道に含まれ ることを理解 さ
せ、カ リスマ的存在 にな り指導す るのが適切である。そのためにはアラブ人
のために努力を惜 しまず、アラブ人が剣道を行 う目的を把握 して、私利私欲
のためでな く、アラブ人のための 目標 を立て、アラブ人が名誉を勝ち取れる
まで育てることができれ ば、指導者は絶対的なものに近 くな り、アラブ人は
その指導者に対 し、永遠 に尊敬を持ち忠誠 を尽 くすものである。
六.む すびにかえて(回 想)
2003年3刀20日 、湾岸戦争に次 ぎ、アメ リカのイ ラクに対するイラ
ク戦争が勃発 した。 その とき約4年 にわた りイラクとイランが戦争状態にあ
った時、昭和56年7.月～11月 にイ ラクのバクッダ トに滞在 していた時の
ことを思い出 した。 昭和56年5月 にイラクの空手使節団が来 日し、 日本武
道(剣 道 ・柔道 ・空手 ・相撲)と の交流演武会が行われた。その後の交歓会
において、団長 よ りイラク ・フセイン大統領か らのメッセージが伝 えられ、
その内容は剣道教師 をイラクへの派遣依頼であった。その後、私に派遣の依
頼があ り、7月 にイ ラクに出発す ることになった。 出発までに入国手続きの
ためイラク大使館に足を運び、そ こでイラクでの指導について尋ねたが、大
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統領か ら剣道指導者を派遣依頼 のテ レックスが送 られてきたのみで、大使館
では何 もわからない との返事であった。 とりあえず指導に必要な用具である
剣道具 ・剣道着 ・袴50組 、竹刀100本 、木刀50本 を用意 して出発 した。
約20時 間の空の旅であったが、大統領の客 とい うことで機内では手厚い
もてな しを受け、さほど疲れ もな く無事バ クダッ ト空港に到着 した。タラッ
プを降 りると、私一人が乗るための車内中央にテーブルがあるバスが用意 さ
れてお り、二人の 自動小銃を持 った兵隊がガー ドし、VIPル.___.ムに案内さ
れ ノーチェックで入国 した。入国後は外務省の役人か らバクダッ トホテルに
案内され、そ このホテルで、 どこか らも何の連絡もなく少 し不安であったが
1週間過 ごした。1週 間過 ぎた ところで大統領府の高官があらわれ、私のこ
とを確認 をし、翌 日か ら情報省 の役人(案 内役)と ドライバーをっけること
を告げられた。後に知 り合 った 日本人か ら1週 間位待たされ るのはアラブで
は珍 しくない ことを教え られた。。翌 日には政府ナンバーのベ ンツの リムジ
ンで案内人 と ドライバ ーが来て、その 日から私の世話を して くれ ることにな
り、二人 とも優 しく、す ぐにお互いに信頼をもてる関係 となった。
数 日後、いつ もにな く慌ただ しく私のところへ来て、指導を受けたい とい
う人物の ところへ会いに行 くとい うことで、その人物のところへ案内 された。
そ こは大統領宮殿で天井いっぱいにシャンデ リアがある広い居間に通 された
(戦争で破壊 されたシャンデ リアの部屋 がTVで 放映 された場所)。ここで
5人の青年 が入ってきて、その中の一人が 自分が剣道 を教えてほ しい と申し
出た(そ の中の4人 は年齢、背丈か らダ ミーの感 じであった)。その青年は、
イ ラク、フセイン大統領 の長男 ウダイで自分が 自分の意思で剣道 を学びたい
との意向であった。それは本人が 日本武道愛好家で空手を学んでお り、極秘
で来 日した時に、剣道を見たことが発端であると話 した。 この時、 ウダイ と
の話 し合いで、毎朝7時 ～8時 までの1時 間稽古を行 うことにな り(金 曜 日
を除 く、イスラムは金曜 日休 日)、稽 古の場所 は、その 日の朝 に伝 えられ毎
回場所が変わることを確認 した。それは政敵による暗殺を防止するため と側
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近か ら説明があった。我々、一般の平和ボケの 日本人には考 えられないこと
である。
この 日、ホテルに帰る時に ウダイか ら宿泊先をたずね られ、バクッダ トホ
テル と言 うと、ウダイがマンスール地区のメ リアホテル に移 るように側近に
話 し、その 日にマンスール ・メ リアホテルに移った。 このホテルはチグリス
川沿いの大統領府の近 くにあ り、チグリス川 を赤 くそめる夕 日が美 しい とこ
ろであった。
次の 日から稽古 を始めることにな り、場所 は毎回違 う軍事施設内の武道場
であった。出入 り口、窓側に 自動小銃 を持った兵隊2名 と私服の護衛5名 に
見守 られながらの稽古であった。更衣にはウダイ も裸 とな り、剣道着 ・袴 に
着替 えの時は、私が指導 し、側近は肌に触 らない ように と心配 していた。稽
古中に竹刀でたたき指導をす ると自動小銃 とピス トルがこちらに向 くことが
あったが、ウダイは気にす ることもな くウダイの 「ノー」 と言 う一言で、そ
れはな くなった。 ウダイについては凶暴で冷血人間と報道 されているが、私
に対 しては道場の出入 りや、稽古の始めと終わ りに座礼を して礼儀を尽 くし
た。イスラムでは神(ア ラー)以 外には頭 を下げることはなく、側近たちは
これをや めさせるように言ってきた。次回か らは、礼儀iとい うものは心が第
一である と説明 し、座礼ではなく正座 のすがたで気持ちを込めた 目礼をす る
ことで側近は納得 した。 しか し、いつもウダイは道場の出入 りと稽古の始め
と終わ りには頭を下げた。世間では極悪人 と報道 されているウダイであるが、
このよ うな姿は 日本武道 を理解す る武道愛好家にみえ、悪評 と違 った一面を
みせた。イラクにおいてだけではなく、アラブ諸国のなかで竹刀 を握 り、 日
本武道 を愛 し、剣道 を初めて行 ったのはウダイではないだろ うか。
イ ラク滞在中に何度 も大統領宮殿 に行 き、正面入 り口手前にはハムラビ王
が法典 を持 った像があったが、宮殿 占領の ときの映像では、この像は見当た
らなかった。正面玄関の凱旋門がTV写 っていたが、この門はフセイン政権
下では国家元首のみ通 ることができる門であると聞か されていた。宮殿 占領
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後のTVで 戦車、兵隊、マスコミが通ているのを見て戦争によ り敗戦国 とな
れば権威あるものすべてが否定 され、指導者の栄光か ら権威あるものすべて
を失い、敗戦国のみ じめさを思い しらされた。
今回のイラク戦争でのイ ラク攻撃に対す る大義名分はい くらでもあると思
うが、アラブには独 自の文化があり、我々には理解できないものもあ り、 自
分の尺度で何事 も見てはな らないことを痛感 した。最後 にいろいろな悪評が
あるウダイであるが、私の教 え子である以上、不幸な最後であった ことは心
の痛みであ り冥福 を祈 る。
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